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＜全国学力・学習状況調査の結果から＞ 

（１）全体（県との比較，経年比較から） 

全体的に良好であり，昨年に比べ無解答率も改善されている。また，等式の変形や証明の意味

などこれまで弱かった問題での改善が見られる。 

一方で関数や立体に関する問題など特定の分野で課題があり，図や式，グラフを関連付けた指

導が一層求められるといえる。また,説明問題には不十分さが見られ，言語活動を積極的に取り入れ，

思考力，表現力の向上が必要である。 

 

（２）良好といえる点（◇は，昨年度，今年度ともに良好な点） 

・正負の数の大小関係や文字を用いる決まり等，数の基本的な概念を理解している。 

・正負の数の計算や簡単な方程式，等式の変形など，基本的な計算ができる。（◇）   

・基本的な作図の方法や柱体の構成について理解している。 

 

（３）課題点及び指導のポイント（◆は、昨年度、今年度ともに課題点） 

 

①関数のグラフの意味や用語を正しく理解している。 

○問題Ａ１１（１）（２）（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・関数の指導では，常に式，表，ｸﾞﾗﾌを関連付けながら，確かめたり考えさせたりすること

が重要である。特にｸﾞﾗﾌ上の点が式を満たすことや，変化の割合の意味を表や式と連動さ

せて理解させることが必要である。 

 

中学３年 数学 

☛分析  

関数で扱われる用語や式・グラフ等の理解が表面的であり,意味を伴った理解に至っていな

い。 
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②立体の見方や体積の求め方を理解している。（◆） 

○問題Ａ５（３）                   ５（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・立体の学習では，立体と見取り図の関係を辺や面，長さ，角度等，視点を具体的に与えなが

ら対応を確認し，見取り図の特徴を理解させることが大切である。 

・体積の学習では公式を単に覚えるのではなく，小学校で学習した直方体の体積を生かして指

導することや，いろいろな場面で習熟を図る機会を設け定着させる。 

 

③日常的な事象から条件をよみとり，数理的に考察する。 

○問題Ｂ５（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・日常の事象を既習を生かして数理的に考察する力を養うため、Ｂ問題の過去問題や日常的な

題材を扱った問題に取り組む機会を設定する。その際、考える時間を十分に設け、互いの考

えを交流する活動等，効果的に言語活動を取り入れ、数学的な見方や考え方を広げる活動が

大切である。 

☛分析  

日常の事象を数学的に解釈し，関連する性質と結びつけることに課題が見られる。 

☛分析  

見取り図から特徴を読み取ることや体積の求め方の理解・定着が不十分である。 

＜今後の指導にあたって＞ 
○数学的活動を効果的に取り入れることである。その際，生徒が目的意識をもって主体的に思考，

判断，表現するよう活動の目的を明らかにし，生徒にも意識させることが大切である。 

○数，式，図，表，ｸﾞﾗﾌ等は相互の関連を意識し，目的に応じて適切に用いることやそれらを用

いて表現することのよさを実感させることが大切である。 


